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歳　 出　 計 （ 千　円 ） （ Ａ ）

訳

内

出
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歳
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県 　 　　支 　　　出  　　 金

歳　  入　  計　 （　 千　 円　 ）

訳

内

源

【手段（事業内容・どのようなことを行うのか）】

【事業開始のきっかけや他市の状況など】【めざす姿（意図・どのような状態になるのか）】

事業期間

事業の区分

目項
根拠法令

総合計画実施計画策定及び行政評価シート

款
会計

事務事業名

総合計画体系

要求区分
予 算 科 目

■事業費

財
国　 　庫　 　支　 　出　 　金

対象年度

事業

担当課係等

【対象（だれに対して・何に対して行うのか）】

【事業をとりまく環境の変化】

考

備

予算事業名

R03年度

0

0

0

0

0

0

0

R04年度

0

0

0

0

0

0

0

総合計画　　ページ　　予算書　　ページ

近年、新型コロナウイルス感染症による厳しい状況が緩和されつつあ
るものの、原油・物価高騰などの経済状況の急激な変化や少子化や核
家族化が進み子育てに係る経済的負担などが懸念されている。

申請書受領
誕生日祝金の支給

【令和 5年度　事業内容】
申請書受領
誕生日祝金の支給

【令和 6年度　事業内容】
申請書受領
誕生日祝金の支給

【令和 7年度　事業内容】

１歳の誕生日を迎える児童を養育している保護者に対し、誕生日お祝
い金（３万円）を支給し、子育てに奮闘するママパパを支援する。

子育て世帯１歳すこやか祝金支給事業

金額 ( 千円 ) 金額 ( 千円 )

１歳の誕生日を迎える児童を養育している保護者

2401

ママパパ子育て応援事業費

主要事業(６次総非掲載)

01
03

新規　（令和 5年度～　　  年度）

子育て支援施策として、近隣市町村において各祝い金支給事業を行う
自治体が増えている。

02

子育て環境の向上を目的として、子どもの１歳の誕生日をお祝いし、
健やかな成長を願って、祝金を支給し、保護者の経済的負担の軽減を
図る。

01

令和 5年度

みんなで支えあい　安心して暮らせる地域福祉を目指そう

未来を担う子どもを育む環境づくり

子育て家庭への支援 子ども福祉課

子育て支援係

経常経費



種類

■指標

活動

指標

指　標　名 単　位

目標

目標

目標

指標

成果

目標

実績

実績

実績

実績

■事業評価

■方向性

２次評価（２次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

１次評価（１次評価者として判断した今後の事務事業の方向性（改革・改善策））

R03年度 R04年度 R05年度

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00      250.00

       0.00        0.00        0.00

祝金支給人数

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　■予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

子どもが1歳を無事に迎えられるためには、養育者の並々ならぬ努力と子どもの育つ力の両輪があって達成できることであり、無事に1
歳を迎えることができた子どもの誕生日をお祝いし、保護者を労うための祝金の支給は、子育て支援事業として開始する意義はある。

□拡充（人・モノ・カネ等の拡充）　□改善改革しながら継続　□現状のまま継続（改善・改革なし）　□統合・新規事業への展開
□縮小　□休止　□廃止・終了　□予定どおりの要求　□一部改善の上要求　□今回は見送り　□その他の処置

上記評価のとおり。

人

Ａ 必要性は高い

Ａ 妥当である

方向性の具体的内容

企画調整会議の意見・考え方（１次評価者と同じ場合も記入）

Ｂ どちらとも言えない

Ｂ どちらとも言えない

Ａ 偏りは見られない

Ｂ どちらとも言えない

Ｂ どちらとも言えない

必要性

妥当性

効率性

公平性

有効性

進捗度

総合評価

対応策提言等

子育て世帯への経済的負担軽減を図ることができる。

行政が行うことが妥当である。

対象者が限られているため評価は難しい。

令和５年度から開始される事業であることから、事業の周知徹底と制度の定着を図る。

事業の必要性

実施主体の妥当
性

手段の妥当性

コストの効率性
・人員効率

受益者の偏り

成果向上の余地

事業の進捗

上記評価を踏まえて事業全体について評価し、問題点・課題等を指摘してください

この事業を今後どのように改善・改革をしていきますか

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00        0.00

       0.00        0.00      250.00

       0.00        0.00        0.00

祝金支給人数 人

新規事業事前評価シート


